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１．はじめに 

 RC 構造物において，鉄筋を繋げる継手は必要不可欠

である．近年，構造物の高層化・長大化に伴い，高強

度鉄筋や太径鉄筋の使用，加えて施工合理性・信頼性

に優れるプレキャスト工法の利用が高まっており，こ

れらに適用できる継手が求められている．機械式継手

の一種であるモルタル充填式継手は，鉄筋間に鋳鉄製

のスリーブをかぶせ，その中に無収縮モルタルを充填

し，モルタルが硬化することで継手部を一体とするも

のであり，施工性・信頼性に優れ，プレキャスト構造

を中心として広く利用されつつある．一方で，鉄筋よ

りスリーブの径が太いために，スリーブ部のせん断補

強鉄筋によりかぶり厚が決定されてしまう．これに対

し，スリーブ部のせん断補強鉄筋をスリーブ端部に集

約して配筋することができれば施工上，設計上有利で

ある．しかし，スリーブおよび集約配筋を有する RC 部

材のせん断性状については未だ不明瞭な点が多い．本

研究では，スリーブ及び集約配筋を有する RC はり部材

の載荷実験を行い，そのせん断性状についての検討を

行った． 

２．実験概要 

図 1 に試験体概要を示す．試験体のうち片側半分を

テストせん断スパンとし，スリーブと集約配筋を配置

した．非テストせん断スパンはスリーブのない通常配

筋とし，スターラップは異形鉄筋 SD295A を使用し，

テストせん断スパンで公称径 D6(fy=387 N/mm
2
)，非テス

トせん断スパンで D10(fy=328 N/mm
2
)を使うことでテス

トせん断スパンでの破壊を誘導した．また，主鉄筋に

は異形 PC 鋼棒 SBPD1080(D22，fy=1197 N/mm
2
)を用い

ることで曲げ耐力を確保した．本研究では 2 つの実験

シリーズを設定し，シリーズ 1 では有効高さ d を，シ

リーズ 2 ではスリーブ長さ lsをパラメータとした．シリ

ーズ 1 では d を 200～400mm 変化させ，せん断スパン

比 a/d が 2.0～3.33 と，せん断耐荷機構がアーチ機構か

らトラス機構へと移行する範囲に設定した．シリーズ 2

では lsを通常長さ(=300mm)の最大 2 倍まで増加させ，

せん断スパン内でスリーブの占める長さが増えた場合

の影響を観察した．スリーブには接合筋に応じて径や

長さといった規格が定められているため，シリーズ 2

では模擬スリーブとして鋼管を使用した．スリーブ内

は通し配筋とした．試験体諸元を表 1にまとめる． 

３．実験結果 

 試験時のコンクリート圧縮強度 f’c，最大荷重の計算

値 Pcalと実験値 Pexpを表 2 にまとめる．なお，Pcalは同

一のコンクリート圧縮強度，鋼材を用いてスリーブが

無く通常配筋とした場合の計算値である．D400 の耐力

計算には林川ら 1)の式を，それ以外の試験体は文献 2)

の式を用いて計算した． 

 

表 1 供試体諸元 

実験シリーズ 試験体名 d 

(mm) 

a 

(mm) 

ls
 

(mm) 
a/d ls/a 

シリーズ1 

D400 400 

800 

300 

2.00 

0.375 D300 300 2.67 

D240 240 3.33 

シリーズ2 

L400 300 400 

2.67 

0.5 

L500 400 500 0.625 

L600 500 600 0.75 

d : 有効高さ, a : せん断スパン, ls : スリーブ長さ 
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(1)シリーズ 1：有効高さ dを変動させた場合 

 a/d が 2.0 と小さい D400 供試体はアーチ機構を発現

するショートビームと分類される．D400 は曲げひび割

れの発生後，顕著な斜めひび割れを発生することなく

最終的には端部での定着破壊となった．せん断耐力は

計算値の 1.38 倍となった．ショートビームでは載荷点

から支点を結ぶ圧縮ストラットを形成することにより

せん断力に抵抗するが，図 2 に示すように，せん断ス

パン中央にスリーブ・集約鉄筋を配置することでスト

ラットがこれらに囲まれる．そのため，スリーブ部の

コアコンクリートが拘束され，この領域における見か

けのコンクリート強度が高くなることにより計算値よ

り高い耐力を示したと考えられる． 

 a/d が 2.5 と 3.33 である D300 と D240 はいずれも斜

め引張破壊となったが，D300 が計算とほぼ同じ耐力で

あったのに対し，D240 では 37％ほど上昇した．これは，

図 3に示すようにD240でひび割れが鉄筋より径の大き

いスリーブを貫通することにより，この曲げ剛性によ

りダウエル抵抗が向上したためと考えられる． 

(2)シリーズ 2：スリーブ長さ lsを変動させた場合 

 図 4 にシリーズ 2 の荷重－変位曲線を示す．シリー

ズ 2はいずれの供試体も計算値を最低でも 43％上回り，

L400 と L500 ではテストせん断スパンの破壊の前に非

テストせん断スパン側での破壊に至った．これを受け

て非テストせん断スパンにスターラップを更に配置す

ることで補強した L600 では，最大荷重時にテストせん

断スパン内で支点から載荷点を貫通するひび割れが急

激に発生する非常に脆性的な破壊を示した．これはシ

リーズ 2 で使用した模擬スリーブが凹凸のある通常ス

リーブに比べて表面が滑らかでコンクリートとの付着

が不十分であったためアーチ機構が形成されたためと

考えられる． 

４．結論 

本研究ではせん断スパン中央にスリーブ及び集約配

筋を配置した RC はりの載荷試験を行い，以下に示す知

見を得た． 

1) せん断スパン比の小さいショートビームのようにア

ーチ機構を発現するはりでは，コンクリート圧縮ス

トラットがスリーブに拘束されることによりせん断

耐力が上昇する． 

2) 斜めひび割れがスリーブを貫通する場合は，鉄筋よ

り径の大きいスリーブのダウエル作用によりせん断

耐力が上昇する． 

3) スリーブの長さが長く，かつ付着が不十分である場

合，非常に脆性的な破壊となるものの，アーチ機構

の発現によりせん断耐力は上昇する． 
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表2 載荷試験結果 

 
f’c 

(N / mm2) 

Pcal 

(kN) 

Pexp 

(kN) 
Pcal / Pexp 

D400 38.2 636 884 1.38 

D300 32.3 331 341 1.03 

D240 35.6 277 381 1.37 

L400 34.3 335 480 1.43 

L500 34.6 335 570 1.70 

L600 34.8 336 568 1.70 

: 圧縮力 
: 圧縮ストラット 

図 2 D400圧縮ストラット 図 3 最大荷重時ひび割れ図 

D300 

D240 

図 4 荷重－変位曲線（シリーズ 2） 
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